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はじめに 産業用ロボットとは
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•産業用ロボットとは、実際の製造現場で、人の代わりとして用いられ
るロボットを指します。

•産業用ロボットは多目的な用途に適応するためのマニピュレータ
（機械の腕）と、プログラムで制御する複数の軸（人間でいう関節）で
形成され、耐久性、正確性に優れています。



本調査レポートのあゆみ

◆本レポートでは、・中国ロボット市場の状況 ・部品メーカー、ＳＩ、ロボットメーカー、導入済のエンドユーザー

・市政府の補助金や優遇政策など大量の市場構成情報を整理しました。
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• 中国産業用ロボット市場の最新発展状況及びその産業チェーン品目別の国産
化の最新進捗状況に注目し、市場規模、産業現状、市場競争状況、トレンド予
測などについて詳しく分析し、産業用ロボットに関わる主要製品の市場参入機
会分析、参入戦略及び市場開拓戦略等の角度から研究分析、整理しました。

2023版

2018版

• システムインテグレーター200社の企業レポートを掲載

• 中国ロボットシステムインテグレータ市場の最新動向及びリストアップした約500社のシステムインテグレータ企業の中
から比較的実力の強い200社を厳選して、専門レポートを作成しました。

2019版

• コア部品メーカー38社にフォーカス

• 製造現場でのロボット導入ニーズの高まりから産業ロボットを構成するコア部品（減速機、サーボシステム、コントロー
ラー）に焦点を当てました。

2020版

• ロボットメーカー27社を徹底紹介

• 5G普及に伴う3C分野回復など明るい予測から産業用ロボットメーカーの最新状況を徹底的に調査しました。

2021版

• ロボット導入ユーザー20社からのフィードバックを中心にご紹介

• 2021版はロボットを導入したエンドユーザーからのフィードバックを元にエンドユーザー、ロボットメーカー、部品メーカー
の懸念される問題点、課題を解明しております。



主要特徴

中国の産業用ロボット市場規模と成長動向、主要な応用分野と需要促進要因を紐解く。

産業用ロボットのコア部品（減速機、コントローラー、サーボシステム）及び他の主要部品（ロ
ボットビジョン、センサー、ケーブル・コネクタ）、ロボット本体、システムインテグレーションの
国産化の進捗現状を詳細に把握。

産業用ロボットに関わる主要製品の市場チャンスや、日系企業との生産技術連携

ニーズ等 の分析を総括。

ターゲット市場セグメントへの参入戦略や、市場開拓戦略等を探索。
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1.概要
1.1中国産業用ロボット産業の発展経緯

1. 2017年以降、中国産業用ロボットは急成長期を迎えた
1.1.2中国産業用ロボットの世界市場シェアが持続的に増加している
1.1.3中国のロボット政策を相次いで打ち出され、産業の発展を推進する
1.1.4中国の「「ロボット+」応用行動実施案」

1.2中国産業用ロボット産業チェーン構造
1.2.1中国はロボットを産業用、サービス用、特殊用の3種類に大別している
1.2.2産業用ロボットの定義と種類
1.2.3産業用ロボの各種製品パラメータ概観
1.2.4産業用ロボットの応用シーン
1.2.5中国のロボット産業チェーンの全体像
1.2.6 2022年の中国のロボット市場の構図：産業用ロボットの割合は50％
1.2.7中国産業用ロボットの主要部品のコスト構造

1.3中国2020-2029年中国産業用ロボット産業チェーン予測データ総覧
1.3.1中国の産業用ロボットは長期的に好調を維持している
1.3.2 2017-2022年の中国産業用ロボット生産量の増加
1.3.3 2023-2029年の中国産業用ロボット生産量の予測

1.4中国産業用ロボット国産化の発展経緯と現状
1.4.1中国産業用ロボット市場は外資系4大ブランドに独占される
1.4.2中国産業用ロボットの国産化傾向は顕著である
1.4.3中国のローカル産業用ロボットが徐々にトップ企業に進出
1.4.4中国産業用ロボットはクリーンと塗装分野の国産化率が高い
1.4.5中国国産産業用ロボットが一般製造業に占める割合が大きくなる
1.4.6中国のロボットが輸入品の国産化を促進している
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2.中国産業用ロボット市場の需要現状と展望

2.1中国産業用ロボットの主な川下応用分野と需要促進要因
2.1.1短中長期的な複数要因の相互作用により、産業用ロボットは高成長を維持
2.1.2中国の15～64歳人口の割合は2010年以後減少すると見込まれる
2.1.3中国の一定規模以上の企業の雇用者の平均賃金は年々上昇
2.1.4中国の製造業の持続的な成長
2.1.5中国産業用ロボットの応用シーンは従来分野から新興分野への拡大を加速
2.1.6産業用ロボットの非自動車分野の応用比率は2022年に70%を超えている
2.1.7 2022年の中国産業用ロボット川下産業出荷台数の成長率
2.1.8新エネルギー車及び太陽光発電産業が中国の産業用ロボット成長の主な牽引力となる

2.2中国の産業用ロボット市場規模と成長動向
2.2.1 2017-2024年の世界のロボット市場規模
2.2.2 2017-2024年の中国ロボット市場規模

2.2.3 2017-2024年の中国産業用ロボット市場規模

2.3中国産業用ロボットの主要製造企業及び生産能力増強について
2.3.1南京埃斯頓自動化股份有限公司

2.3.1.1主な事業状況
2.3.1.2企業の経営状況分析
2.3.1.3企業今後の協力機会

2.3.2深セン市匯川技術股份有限公司
2.3.3埃夫特智能装備股份有限公司
2.3.4瀋陽新松機器人自動化股份有限公司
2.3.5武漢華中数控股份有限公司
2.3.6上海新時達電気股份有限公司
2.3.7広東拓斯達科技有限公司

2.3.8緑的諧波伝動科技股份有限公司
2.3.9浙江双環伝動機械股份有限公司
2.3.10寧波中大力徳智能伝動股份有限公司
2.3.11禾川科技股份有限公司
2.3.12奥普特科技股份有限公司
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2.4 「スマート製造2025」を見据えた中国産業用ロボットの見通し
2.4.1中国産業ロボット密度は世界トップ水準
2.4.2中国産業用ロボット密度は年々増加傾向

2.5中国産業用ロボットの国産化動向
2.5.1中国産業用ロボット国産化率予測
2.5.2減速機がカギとなる中国産業用ロボット部品国産化の方向

3.中国産業用ロボット産業チェーンにおける市場チャンス
3.1中国産業用ロボット産業チェーン分析

3.1.1川上：産業用ロボットコア部品
3.1.1.1高い部品コスト割合を占める減速機・サーボシステム

3.2.1川中：産業用ロボット本体製造
3.2.1.1中国産業用ロボット応用は運搬・溶接が中心

3.3.1 川下：産業用ロボットのシステムインテグレーション
3.3.1.1中国産業用ロボットの異なる産業における応用成熟度
3.3.1.2中国産業用ロボットの自動車製造工程における応用

3.3.1.3中国産業用ロボットの3Cエレクトロニクス工程における応用
3.3.1.4中国産業用ロボットのリチウム電池工程における応用

3.2中国産業用ロボットに関わる主要製品の市場参入機会分析
3.2.1減速機

3.2.1.1産業用ロボットの減速機はRV減速機と波動歯車減速機が主
3.2.1.2 2014−2022年中国産業用ロボットRV減速機の市場規模
3.2.1.3中国産業用ロボットRV減速機の市場競争状況
3.2.1.4 2017−2025年中国産業用ロボット波動歯車減速機の市場規模
3.2.1.5中国産業用ロボット波動歯車減速機の市場競争状況

3.2.2サーボシステム
3.2.2.1 2015-2022年の中国産業用ロボットサーボモーターの市場規模

3.2.2.2中国産業用ロボットサーボモーターの市場競争状況
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3.2.3コントローラー

3.2.3.1 2014-2022年中国産業用ロボットコントローラーの市場規模
3.2.3.2中国産業用ロボットコントローラーの市場競争状況

3.2.4マシンビジョンとセンサー
3.2.4.1ロボットに搭載されるセンサー
3.2.4.2 2015-2025年中国マシンビジョンの市場規模と予測
3.2.4.3中国マシンビジョンの市場競争状況

3.2.5ケーブルとコネクター
3.2.5.1 2015-2022年中国コネクターの市場規模
3.2.5.2 2021年世界コネクター地域別割合
3.2.5.3 2021年中国コネクター応用分野
3.2.5.4中国産業用ロボット用コネクターの市場競争状況

3.2.5.5産業制御分野の製品別コネクター使用数
3.2.5.6産業用制御用コネクターへの高い性能要件
3.2.5.7産業用制御分野のコネクター需要タイプ
3.2.5.8 2015-2022年中国ロボットケーブルの市場規模
3.2.5.9 2022年中国産業用ロボットケーブルの市場構造
3.2.5.10国内外の主要産業用ロボットケーブルメーカー

3.2.6ロボット本体
3.2.6.1中国産業用ロボットのカテゴリー構成
3.2.6.2 2017-2023年中国6軸ロボットの販売台数
3.2.6.3 2017-2023年中国大型6軸（負荷＞20kg）ロボットの販売台数
3.2.6.4 2017-2023年中国小型6軸（20kg以下）ロボットの販売台数
3.2.6.5 2017-2023年中国協働ロボットの販売台数

3.2.6.6 2017-2023年中国SCARAロボットの販売台数
3.2.6.7 2017-2023年中国DELTAロボットの販売台数
3.2.6.8中国大型6軸（＞20kg）ロボットの市場競争状況
3.2.6.9中国小型6軸（20kg以下）ロボットの市場競争状況
3.2.6.10中国SCARAロボットの市場競争状況
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3.2.6.11中国協働ロボットの市場競争状況
3.2.6.11中国DELTAロボットの市場競争状況

3.2.7システムインテグレーション

3.2.7.1 2016-2022年産業用ロボットシステムインテグレーションの市場規模
3.2.7.2 2022年中国産業用ロボットシステムインテグレーションの市場構造
3.2.7.3主要産業のシステムインテグレーションにおける国内外の競争状況
3.2.7.4主要産業用ロボットのインテグレーターリスト

4.日本企業の中国産業用ロボット市場参入・開拓戦略
4.1市場参入戦略

4.1.1日本企業の中国産業用ロボット市場参入SWOT分析
4.1.1.1日本企業の中国産業用ロボット市場参入SWOT分析

4.1.2中国産業用ロボット産業チェーンへの参入可能性と見極め
4.1.2.1産業用ロボットのコア技術及び今後の方向性
4.1.2.2産業用ロボットのスマート化進化

4.1.2.3産業用ロボットの応用シーンの浸透と拡大
4.1.2.4産業用ロボットのプラットフォーム化傾向
4.1.2.5中国産業用ロボメーカーのコア部品の内製化動向
4.1.2.6日本企業の市場機会は川上の部品分野にある
4.1.2.7中国産業用ロボットの生産・販売サイクルとサービスプロセス

4.1.3ターゲットとなるセグメント市場の選択
4.1.3.1部品：サーボ+制御、本体：協働ロボット

4.1.3.2システムインテグレーションとマシンビジョン・センサー
4.1.3.3今後の人気応用分野

4.1.4ターゲットとなるセグメント市場への参入策略分析
4.1.4.1産業用ロボット部品はスマート化コア製品に注目

4.1.4.2産業用ロボット本体には市場化された新興ロボットカテゴリにレイアウト
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4.2市場開拓戦略

4.2.1製品別市場拡大戦略
4.2.1.1ロボットセンサー市場戦略：ナビゲーションシステム、マシンビジョン、ヒューマンコンピュータインタラクションに注目
4.2.1.2ロボットセンサ市場の発展方向：イノベーション技術と応用
4.2.1.3中国レーザーレーダーの市場規模予測
4.2.1.4 2022年中国レーザーレーダーの川下応用比率
4.2.1.5 2022年中国ミリ波レーダー市場規模
4.2.1.6 2022年中国ミリ波レーザーレーダーの川下応用比率
4.2.1.7減速機
4.2.1.8中国波動歯車減速機の国産化を加速する
4.2.1.9中国RV減速機メーカーと国外の差が徐々に縮小する
4.2.1.10中国波動歯車減速機、RV減速機の生産能力
4.2.1.11波動歯車減速機の障壁となったコア技術：材料、設計、工程、組立研究開発
4.2.1.12サーボシステム

4.2.1.13 2022年中国サーボモーターの川下応用比率
4.2.1.14コントローラー
4.2.1.15 PLC国産化率は工業制御製品の中で低い
4.2.1.16小・中・大型PLCの市場規模
4.2.1.17中大型PLCの市場競争状況と国産化率動向
4.2.1.18産業用ロボット本体

4.2.2主要地域における産業用ロボット投資・支援策
4.2.2.1中国主要地域における産業用ロボット産業の発展と財政補助政策

4.2.3産業用ロボット関連認証
4.2.3.1中国ロボットCR認証マーク
4.2.3.2中国産業用ロボットCR認証マークの関連基準

5.パートナー候補企業の推薦

5.1中国ロボット産業の各分野における主要潜在パートナー

6.付録
6.1中国のロボット企業数
6.2中国ロボット企業の地域分布
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• IFRの統計によると、2017年～2022年の中国産業用ロボットの出荷台数は15.6万台から30.3万台に増加、市場規模は87億米ドル、年

平均成長率は13.6％となった。

• 2017年以前の中国産業用ロボット産業は、主に国産品への置き換え段階であった。 中国のロボット企業は主に4大ブランドである

Fanuc、ABB、安川電機、KUKAの製品を低コストで模倣して置き換えていた。IFRの統計によると、中国における産業用ロボットの販売

台数は2001年から2022年の間に700台から30.3万台（87億米ドル）へ、年平均成長率は33.5％となった。 2017年には販売台数が初め

て10万台を突破し、産業用ロボット業界の転機となった。 2017年以降、AIディープラーニング、3Dビジョン、力制御などの新技術の変

化と相まって、中国産業用ロボット産業は国産品の置き換えから市場リーダーシップへ移行、産業用ロボットのコア部品において中国

ローカル企業も 高い市場シェアを獲得し始めた。

2017-
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-2017
コピーフォロー
国内代替品

2.3 2.6 3.7 5.7 

6.9 
9.7 

15.6 15.4 14.0 
16.8 

24.3 

30.3 

13.0%

42.3%

54.1%

21.1%

40.6% 60.8%

-1.3%

-9.1%

20.0%

44.6%

24.7%

-20%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

5

10

15

20

25

30

35

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

産業用ロボット導入台数（万台） 成長率

図: 2011～2022年中国産業用ロボットの導入台数 (万台)

出典: IFR、中国電子学会に基づくFNA分析・まとめ
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• 数量ベースでは、中国産業用ロボットは、2022年までに世界市場シェアの53％を占める。
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2017-2022年中国産業用ロボット生産台数
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図：2017年～2022年の中国産業用ロボット生産量（万台／セット）
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• 2022年、中国の産業用ロボット生産台数は44.3万に達し、依然として高成長を維持している。

• 中国新エネルギー自動車や太陽光発電産業の急速な発展に伴い、中国産業用ロボットの川下の需要が拡大し

続け、産業用ロボット技術の進歩とともに、中国産業用ロボット製品は今後も急速な成長傾向を維持し、2029年

には中国の産業用ロボット生産量は100万台／セット以上に達すると予測されている。



タイプ別産業用ロボットの市場競争状況（導入数量ベース）
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出典：業界調査に基づきFNA作成

2022年中国協働ロボットメーカー別市場シェア2022年中国SCARAロボットメーカー別市場シェア

2022年中国小型6軸（20kg以下）ロボットメーカー別市場シェア2022年中国大型6軸（＞20kg）ロボットメーカー別市場シェア
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産業用ロボット非自動車分野への応用比率

15
出典：業界調査に基づきFNA作成

• 中国産業用ロボットが始まった当初、大量生産される自動車産業に向けられていた。自動車組立ラインはロ

ボットに高い精度と安定性及び位置繰返し精度が要求される。2022年には中国の非自動車向けが全体の70％

以上を占め、他の産業分野にも浸透し続けている。自動車分野は4強メーカーに独占されているが、エレクトロ

ニクス、リチウム電池、太陽光発電などの新興産業では中国国内メーカーの競争力が強く、中国国内シェアは

2015年の18％から2022年には36％に上昇。

図：2022年多くの産業分野に応用される中国産業用ロボット
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2022年中国産業用ロボット川下産業出荷台数の成長率

16
出典：業界調査に基づきFNA作成

• 2022年中国産業用ロボット川下の応用は、主に新エネルギー自動車、リチウム電池、太陽光発電、医療産業が

市場を牽引し、3C電子市場が低迷に陥り、その他の一般産業はマクロ経済ショックの影響を受け、全体的景気

回復が予想に及ばない。

図： 2022年中国産業用ロボット応用分野別出荷台数伸び率
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中国産業用ロボットの応用シーンは新興分野に拡大

17出典: FNA分析、まとめ



中国産業用ロボットコア部品におけるマーケティング戦略

18
出典: FNA分析、まとめ

• 今回は産業用ロボット関連主要部品、本体、システムインテグレーションへの参入戦略や、市場開拓戦略等を探索。



企業個票イメージ
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